
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 

http://www.suginami-school.ed.jp/shoukeichu/ 

 

６月号 

○自 学 ・自 立 

○思いやり・感謝 

○鍛 錬 

S H O 

K E I 

U 
海外留学結団式(6 月 9 日) 

「いのち」が「いのち」を育てること－「ふれあい体験」から考える－ 

校長 辻 成一郎 

通勤途中に、毎日、善福寺川にかかる松見橋を渡

ります。川では、カモ・サギ・カワウなど、いろい

ろな種類の鳥が生活しています。この季節は、エサ

をついばむシラサギや、小さなヒナを連れて泳ぐ

カルガモが、朝から心を癒してくれます。 

昨年は、写真のよう 

に多くの子を連れて泳 

ぐカルガモを見かけま 

したが、今年は、２～ 

３羽のヒナを連れてい 

る親子を 2 組見ただけ 

でした。それもいつの 

間にか、つがいのカルガモが、お尻を水上に出し、

エサを元気にあさる姿を見るだけになりました。

ヒナは育たなかったのかもしれません。それでも

親鳥たちは来年もまた、種を残すため、つがいを作

り、巣を構え、卵を産み、子を育てます。本能の力

がそれをさせます。他の多くの動物もそうであり、

人間も太古はそうでした。 

人間は、子を産み、育てることを、自分で選択す

ることができるようになりました。少子化が進む

中で、生まれてきた子どもの多くは、その大変さも

素晴らしさもよくわからないまま、大人になり、そ

の選択をする年齢を迎える時代になりました。 

先日、乳幼児との「ふれあい体験 トライアル」

を実施しました。荻窪児童館をはじめ、学校支援本

部・青少年委員・本校 PTA 役員の方々の協力を得

て、10 組以上の１歳以下の乳幼児の親子と、協力

を申し出て参加した 20 名ほどのボランティアの

生徒たちとが「ふれあう」練習をしました。 

コロナ禍の続く中、「中学生の学びのために協力

して欲しい」という、私たちの願いに応えてくださ

る方々がいるだろうかという不安を抱える中での

トライアルでした。 

しかし、『我が子の命と深く必死に向きあい、命

を育てている今の皆さんの気持を、これから大人

になっていく中学生にお話ししてくれません

か？』という呼びかけに、快く応じて下さった勇気

ある母親・父親たちの数は予想以上でした。何より

もうれしいことでした。 

一昨年より、NPO 法人の「ピッコラーレ」の中

島かおりさんにお願いして、人間がこの世に生ま

れてくることについて、模型や人形を使ったワー

クショップを交えながら、「いのちの授業」1 年生

版を実施しています。 

「いのちの授業」2 年生版である「ふれあい体

験」は、それを受けて、実際に乳幼児とふれあいな

がら、その保護者の方々のお話を伺い、質問をし

て、「いのち」について、より深く学ぼうという授

業です。これから、1 クラスずつ 4 回行います。 

今回のトライアルに参加した生徒の感想は、 

『…今回の体験は、自分が大人になった時、そし

てどんな大人になりたいかを学ぶ、貴重な体験

だった。』  

『親の方たちがたくさんの質問に答えてくれ

た、写真を見せてくれたりして嬉しかった。自分

もこんなお母さんになろうと思えた。お母さん

に抱かれるとすぐに泣きやむのがすごかった。』 

など、素直で温かく、自らのこれからを考えるいい

機会になったことがうかがわれるものでした。 

参加して下さった乳幼児の保護者からは、 

『中学生が高校生になること以上のもっと将来

のことまで考えていることに驚きました。泣い

ている赤ちゃんを抱っこしてもかわいいと思っ

てくれること、力の入った腕で抱っこしながら

も赤ちゃんにやさしくトントンしてくれること

…すべてが嬉しかったです。』 

というような、互いに学びのある活動になればと

いう、私たちの想いを感じてくださったコメント

が多くありました。 

この小さな命とふれあう中で目指したいことは

次の二つです。一つは、生徒たちが、親の強い想い

のもとに、この世に誕生したこと、愛をもって育

てられてきたことを改めて知り、自分の未来の姿

を前向きに考えるきっかけにすることです。もう

一つは、乳幼児の保護者の方々が、我が子の未来

を、参加した生徒たちの姿の中に見出して、成長

を楽しみにしていただくことです。 

「いのちを通していのちの大切さを知る」そんな

活動になることを願って取り組んでまいります。 

 



 

 
 

 前日の６月３日（金）の夕方に荒れた天気が、うそのような好天に恵まれた今年の運動会。今年も残念ながら、一般公開ができ

ませんでしたが、久しぶりに入場行進を実施。競技においては、小学生招待競技に西田小、桃二小から１２名の小学校６年生が参

加してくれました。また「車いす走」という新競技も好評でした。来年度は保護者や地域の皆様方にお披露目できればと考えてい

ます。当日の様子は学校支援本部の方々のご協力によるＹｏｕＴｕｂｅ（限定公開）でご覧になってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年のスローガンは「Ｔｈｅ ｓｋｙ ｉｓ ｔｈｅ ｌｉｍｉｔ」（可能性は無限大） 

新種目「車いす走」 

3 年生の「ソーラン」 

恒例「部活動対抗リレー」 

2 年生の大縄跳び 

１年学年種目「台風の目」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

西田小学校の運動会が５月２８日（土）に実施されました。 

「母校」のお手伝いとして、約６０人の松溪中の生徒がボラン 

ティアとして参加してくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 低学年、中学年、高学年と学年別で実施したことにより、参 

加できる時間帯が選べたことで、参加者が増えたのでしょう。 

 小さな後輩たちの「晴れの姿」に協力してくれた生徒たちに 

感謝です。 

【今後のボランティア活動】 

日時 名称 内容・時間 人員 

７月 12 日（火） 社会を明るくする運動駅頭広報活動 
ＪＲ荻窪駅前で、地域ｽﾀｯﾌとともにグッズ配布を

行い、呼びかけを行う。16 時～17 時 
５名 

10 月 8 日（土） 松溪中学校学校説明会ボランティア 学校説明会運営スタッフ。13 時半～16 時 20 名程度 

10 月 15 日（土） 桃井第二小学校運動会ボランティア 運動会運営のお手伝い。時間未定 未定 

11 月 ３日（木） 親子防災ウォークラリー 
善福寺川緑地センターでの防災ゲームのお手伝

い 

１０名 

程度 

11 月 5 日（土） あそび市スタッフ 
松溪中で行われる「あそび市」運営スタッフ。 

10 時半～16 時半（予定） 

60 名 

程度 

11 月 21 日（月）

～25 日（金） 
落ち葉掃き 

松溪中学校敷地内外の落ち葉掃きスタッフ。 

7 時半～8 時 

10 名 

程度 

 
恒例の黒板アート。各クラスの精鋭アーティストが表現した作品を 

ご堪能ください。 
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荻窪児童館、青少年委員、学校支援本部「まつぼっくり」、

松溪中学校 PTA とのコラボで、いのちの授業で乳幼児との

「ふれあい体験」のトライアルを行いました。 

この日は開校記念日でお休みでしたが、約２０名の生徒が

ボランティアとして体験。地域の方々の協力を得て、１３人

の赤ちゃんとその保護者の方に参加していただきました。赤

ちゃんとのふれあいやお話を聞くことで、感じることも多か

ったようです。７月１日に２年Ｄ組から体験が始まります。 

 
 公益社団法人全国学校図書館協議会主催の第２回情報活用授業コンクールにお

いて、本校２年生が昨年度に行った「私のメルクマールを残そう 川越校外学習」

が優秀賞を受賞いたしました。昨年度に続き、２年連続受賞です。学校司書の新木

さんをはじめ、現在の２学年の先生方（加藤入馬先生、大内久美子先生、西川孝夫

先生、下村優太先生、日下部加寿代先生、藤田直子先生）が表彰されました。おめ

でとうございます。 

 
 
 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
■陸上競技部…第７３回東京都中学校地域別陸上競技大会（5/23） 

       男子西部２年１００ｍ第６位 辻 晴太（２年） 

■サッカー部…夏季選手権大会杉並区予選 

       5/8  予選リーグ 対井草中戦 １－１（ＰＫにより勝利） 

       5/15 予選リーグ 対向陽中戦 ７－０勝利 

       5/29 決勝トーナメント 対神明中戦 ０－１敗退 

■バスケットボール部…夏季選手権大会杉並予選（5/29） 

       【女子】対杉並和泉学園中  ２４－５３敗退 

       【男子】対神明中戦     ７６－２６勝利 

       【男子】対高南中戦（6/12） ４２－７３敗退（杉並区ベスト１６） 

■バレーボール部…夏季選手権大会杉並予選 

       5/29 対荻窪中戦   ２－０勝利 対向陽中戦 ２－１勝利 

       6/5  対高井戸中戦 ０－２敗退 

       6/12 対東原中戦  ２－０勝利 対西宮中戦 ０－２敗退（杉並区６位） 

■野球部（向陽中と合同チーム）…夏季選手権大会杉並予選 

       6/5  対杉森中戦  ８－３勝利 

       6/12 対佼成学園戦 １－１２敗退（杉並区ベスト８） 
 
 
 
 
 
 
 

１日（金）赤ちゃんふれあい体験（２Ｄ）、中央委員会 

 ２日（土）小笠原自然体験報告会 

 ３日（日）中学生レスキュー隊発足式・第１回訓練 

 ４日（月）生徒集会、平和記念講演会（３年） 

 ６日（水）職場体験（２年）８日まで 

 ８日（金）復習確認テスト（３年）、進路説明会 

１１日（月）朝礼、学校運営協議会 

      進路講演会（３年） 

１２日（火）社会を明るくする運動駅前広報活動、 

      避難訓練 

１３日（水）職員会議 

１４日（木）理科出前授業（２年） 

１５日（金）理科出前授業（２年） 

１６日（土）卒業生の話を聴く会（１年） 

      セーフティー教室（全学年） 

１８日（月）海の日 

１９日（火）大掃除 

２０日（水）終業式 

２１日（木）夏季パワーアップ教室（始）、三者面談（始） 

      （２７日まで） 

 
 

 
 ５月２３日（月）から教育実習生が松溪中学校で実

習を行いました。英語の巣山先生（写真左）と保健体

育の江川先生（写真右）の二人です。巣山先生は３年

Ｂ組に江川先生は１年Ａ組につき、それぞれの学年

の授業も担当 

しました。 

 将来の先生 

になるための 

貴重な時間に 

なったはずで 

す。お疲れ様 

でした。 

 

 

 
 すでに緊急メールにてお知らせをしております

が、６月１３日（月）より校庭の全面改修工事を行っ

ています。地中に石が多く含まれていたことから、今

回、全面的に土の入れ替えを行っていきます。 

 体育の授業は６月２０日（月）から水泳指導が始ま

ります。雨天の場合は体育館での指導になります。 

 また校庭を中心に行う部活動に関しては、西田小、

桃二小のご協力により、両小学校の校庭を借用して 

活動を行っていきます。 

 

 

 

 

総合的な学習の時間を使い、SDGｓ（持続可能な開発

目標）についてボードゲームを使ってゲーム感覚で学習

をしました。最後に生徒からのお礼の言葉では『何かを

達成させる為には、何かの犠牲と皆の協力がないといけ

ないと改めて考えることができた。』というような言葉が

あり、楽しさの中にも考える要素が織り交ぜられていま

した。 

 

パラクライマーの小林幸一郎さんを講師にお招きし、視力を失

ってもなお世界各国でクライミングに挑戦されている姿に生徒た

ちは感銘を受けていました。世界チャンピオンの金メダルを見せ

ていただいたり、目隠しをした「天才画家」になって絵を描くワ

ークショップをしたりもしました。最後は温かい拍手と挨拶で見

送る生徒たちに、小林さんは笑顔で手を振りながらお帰りになり

ました。 

 


